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ネルヴァルの誘惑
加 藤 美 雄
自由と独立の都市ジュネーヴでのことである。繁華街をはなれて湖畔か
らうしろの丘に登り，いわゆる旧市街へと通ずる上り坂が頂きに達すると
ころに小さな広場がある。二つ三つと露店の古本屋がでているが店頭の本
を漁っているうちにふと眼についたのが， Geneve; Te工teset Pretextes, 
「ジュネーヴ，本文と原典」 (Mermod)(1946)という一冊である。早速
買ってみた。 5000部限定版で番号1072と記された 400頁余の小型本。この
ーlftの本から思いがけなくネルヴァル1)の誘惑をまともにうけることにな
った。
この本の「序文」をかいている BernardGagnebinによると，ジュネー
パンセ
ヴの思想を代表する 3人の人物はカルヴァンとルソーとデュナン Dunant
(Henri)2> だそうだが，私がこの一冊の本を購入したのほ直接にほアグリ
ッパ・ドービニェ 3)の一文 L'Escalade「梯子攻め」（「世界史」の抜粋）を
そこに見いだしけたからだった。ホテルに帰ってこの本を維くとそこには
ネルヴアルの Paysagessuisses, 「スイスの風光」という Voyageen Orient, 
1) Gerard Labrunie, (1808-1855). 通称 Gerardde Nerval; Sulvie, (1853); Filles 
de feu, (1854)に含まれる小説，晩年の傑作（小説）Aurelia (1855), さらに Les
Chimeres, (1854)などの詩集で有名なロマン派時代の作家。 1855年1月26日朝，
パリの市街で給死体となって発見された。
2) Henri Dunant, (1828-1901) : イタリアの Solferinoの戦い (1859)の悲惨さ（但
しその時フランス軍がオーストリア軍に勝利した）を体験してスイスの中立化の
ために努力し，赤十字病院設立の基礎をかためた人。 1901年にノーベル賞受賞。
3) Agrippa d'Aubigne, (1552-1630); 16世紀フランスの詩人，物語作者，歴史家。
とりわけ LePrintemps, Les Tragigues,』を作ったバロック詩人として有名であ
る。彼は若い頃勉学のために，晩年10年間は作品修正のためにこのジュネープに
住居を定めていた。
?「東方旅行」のなかからえらんだ文章があり，さらに私の好きな画家カミ
—ュ・コロの Le Quai des Paquis, 「パーキス湖畔道」という画の複製が
載っていたからであった。
ドービニェとネルヴァルと画家コロの 3人が私とジュネーヴとの繋がり
をますます堅いものにしてくれたわけである。ドービニェにはいまほふれ
ないこととするが叫 ネルヴァルがやはりここジュネーヴを愛していたこ
とを知り，そのスイス旅行記ともいふべき文章の不思議な誘惑に接したと
き， 「シルヴィ」その他の小説によってネルヴァルにはなじんだことのあ
る私ほ，またこのたびのヨーロッパ旅行を契機として，ネルヴァルヘの傾
斜を滑りおりることになったのである。以下「スイスの風光」と私の見た
ジュネーヴがどのように共鳴したかをお目にかけることにする。
＊ 
「こうして私ほとうとうジュネーヴに辿りついた」というかきだしをも
つこの文章ほ私の旅の心をまず刺激せずにはおかなかったが， 「なんたる
道，ああ， なんという車 I(うすぎたなく固い座席の意か） 〔括弧のなか
ほ筆者の補筆〕」となげきつつ， ネルヴァルはいわゆる「東方旅行」 5)の
途次ではなく， 1839年のウィーン旅行6)にさいして，パリからリヨンを経
4) ドービニエについては「文学論集」に 3回1こ亘る拙文（昭和54年から56年まで3
回）を載せているので，関心のあるかたはごらん願えれば幸いである。
5) 東方旅行は,1839年から1840年のウィーン旅行のあと， 1843年の 1月から12月ま
でのあいだに，エジプト（アレキサンドリア，カイロなど）， トルコ（コンスタン
チノープル），イクリア（ナポリ）などに長く滞在し．マルセイユ，二＿ムを経
てパリに帰った旅行をさす。その翌年から「東方旅行」の編集にとりかかった。
プレイアード版「ネルヴァル選集」第2巻に収められているが．「附録」を含めて
730頁余に達する危大な旅行記となっている。
6) ウィーン旅行では,1839年10月31日パリを発ってリヨン，ジュネーヴ，ローザン
ヌ，ベルン，チューリッヒ，ミュンヘン，ザルップルグを経てウィーンに11月19日
に到着，そこで MariePleyel, Lisztなど音楽家と面識をもった。翌1840年3月
1日ウィーンを発って，ストラスプールなどを経て，3月19日頃，パリに帰っている。
?て11月3日にジュネーヴに着き， 5日までの，わずか 3日間滞在したので
あった。この 3日間の滞在がおそらくこの「スイスの風光」という一文を． 
綴らせたものと思われる。 リヨンからの鉄道による旅がこの詩人にとって
どれほど面白くなかったかをこの文章のつづきがしめしている。それに比
いる
べてジュネーヴをネルヴァルは，「東方の色彩にあふれた霧のなかで私の眼
ゅうひ
には焔のように燃える」町といって，その夕陽の壮麗さを絶賛している。
「だがジュネーヴの散歩はこの夕陽のときが大へんみごとである。巨大
な地平線と，葉のしげった枝をもつ菩提樹の古木の列。ふりかえると眼に
うつる市街の一部はまた一瞥するにはもってこいの配置になっている。そ
れほまたそこを通りぬけるよりも眺めている方がいっそう楽しい通路やテ
ラスのあちこちにある階段ふうの円戯場の様子を呈している」7)丘の上の
此韮fと今日よばれる高台に登ったネルヴァルもやはり夕陽を浴びたこと
と思われるが，それが11月だったとすれば私が見たときより樹木の葉が少
くていっそうよく眺めが見通せたのでほないかと察せられる。
またモン・プランの山々を見たという文章もある。 「だから私は夕方を
通してモン・ブランをさがしもとめた。湖岸に沿って歩いたり，町のいち
ばん高いテラスにも登ってみた。誰にも道をたずねずに城壁をひとまわり
した。『いったい．モン・プランはどこなのか？』 そしてとうとう巨大な
白と赤色の雲のかたまりの下のそれにみとれることになった。私の空想の
夢の実現であった」 8)という文章がこの抜卒のなかにある。 30オになった
ばかりのネルヴァルの夢は除々に実現されつつあったが，そこでは旅とい
うものがもつ夢と現実との掛け橋としての意味が重要性をもちはじめるよ
うに思われる。風俗描写の一文を次にかかげよう。
「（ここでは）みんなほ申し分なくフランス語を話す。だがそのフランス
アクサン
語は少しくマルセイユの発音を思い起させる一種の調子を帯びている。ま
7) Geneve: pp. 250-251. Nerval: Oeuvres, (Ed. de la Pleiade, (1960)) T. I. 
P. 13. 参照。
B) Geneve: P. 250. Nerval: Oeuvres, T. I. P. 12. 参照。
?た女性たちは大へん美しい。低かの女性たちに混っていても区別ができる
ようなひとつの顔形の特徴をほどんどすべての女性がもっている。普通，
きめ
髪は黒色か栗色だが，その肌の色にほ輝くような白さと肌理の細やかさが
あり，顔立ちほ端正，頬ほ色づいて，眼は美わしくまた冷たくもある。いち
ばん美しい女性たちは，ある年齢の女性か，それともむしろ特定の年齢の
女性たちだと見てとれるように思われた。」 9)ジュネーヴではマルセイユの
語調と特定の年齢の女たちの美しさを私もまた実感した。というよりは誰
かに聞きまたこの眼で見たのと同じだとつくづく感じたことを告白しよう。
ネルヴァルの評価のたしかさには心に触れるものがあった。
??
このようにしてネルヴァルがこの「スイスの風光」によって旅のもつ意
味と夢と現実の問題を私にむかって投げかけていることを私ほ率直にみと
めほじめていた。帰国してからフ゜レイアード版（但し， 1960年版）のネル
ヴァル選集2巻を緋いてみて，「火の娘たち」（「アンジェリック」「シルヴ
ィ」などを含む小説集），「オーレリア」「ラ・パンドラ」などの空想的恋愛
小説類の低かに，旅行記，随筆に属するものがネルヴァルの作品には非常
に多く，とりわけ Voyageen Orient「東方旅行」（そのなかに「スイスの
風光」という一文も含まれる）や Lorely,「ロールリ」（ドイツの伝説の鷹
女ローレライ）と題する伝説と旅行記とを綜合したような散文集の池大さ
に一驚して，ネルヴァル研究をどこから手をつけるべきかに躊躇せざるを
えなかった。しかし乗りかけた舟を降りるのも意に叶わず，やほり「スイ
スの風光」や Pronenadeset Souvenirs, 「散歩と思い出」のなかの Chan-
tily, 「シャンティイ」という一文からネルヴァルの秘密をさぐる手がかり
を見つけようと思うにいたった。
「登ったり下ったり，森林や平野を横切ってゆくと，地平のかなたには
あいかわらずアルプス連山の白い鋸歯状の山なみが輝いている。夜明けご
9) Geneve: P. 253. 
?ろわれわれはみごとな舗道のうえを疾走して，いくつもの城門をくぐると
立ち
…ベルンの都市，いわずとしれたスイスで最も美しい町ベルンに着く」10)
ここにはネルヴァルの旅行者としての姿勢が見られるとある評家がいっ
ている文章である。11) この旅行印象記ふうなかきぷりにほ，わざと文章を
整えたり，反省して文を組立てたと思われる根跡はない。山を登ったり下
ったりするスイスの旅は変化にとんでいるせいか，かえって人と話し，食
事し，眠ることが率直に語られ，それなりの面白味を表現している不思議
な文章である。「私は少しばかり偶然に支配されることを好む」 と告白し
ながらもその率直さを誇示するところもない。現在の時点がそれらを結び
つけることによって旅の一時的な統一を形作るという性格をこの文章はも
っている。逸話，情報，描写，反省などが，物語りふうな調子のなかに切
れ切れの束の間の現実を結合して流れを作り上げているのである。軽やか
でしかも活気にみちた文章は会話と風光といふ敷物の上を滑るように進行
し，どこまでもつづく表面を疲れをしらず駆け抜けてゆく観がある。旅の
文章だからかもしれない。なる仕ど小説に用いられるネルヴァルの文章に
ほいくぷんかの難解さがあり，変化する情景の説明のなかには，歴史的回． 
顧や将来への期待をふくませる文章のあやがみられるが，旅行記の場合と
の共通点ほ，やほり流れるような描写的展開であるように思われる。小説
ほやはりネルヴァルの場合は過去と未来をつなぐ掛け橋のようであり，時． 
の流れの表象のようにみえるが，その中間の現在の叙述はなぜか夢のよう
な印象を与える表現となっている。旅行記はいわば魔法による地理的印象
であり，小説ほ魔法による時間的印象記のように思われるのは私だけでは
ないであろう。
＊ 
それでは次にネルヴァルが旅行する動機ともいうべきものがあるのだろ
10) Nerval: Oeuvres, T. I. P. 15. 
11) Jean-Pierre Richardをさす。 Dito: Poesie et Profordeur; Geographie magique 
de Neroal, P. 15. 参照のこと。
6 
うかと考えてみる。リシャールによるとネルヴァルの旅行の目的は病気か
らの回復のためだそうである。12) しかしネルヴァルの病気ほ肉体のそれよ
りも精神の病気であった。このことは肉体の健康と表裏一体となって識別
しがたいときもあったろうが，この狂気の発作の回復したあとで彼は旅行
を企てたようである。否，医師であった父 docteur Labrunie の勧めが
あってのことではないかとも思われる。ここではネルヴァルの病状と狂気
の問題に詳しくふれる余裕はないが，療養所からでると彼はいつも幻覚症
状を忘れるために旅行にでかけ，その旅行によって肉体と精神を回復をは
かろうとしたのだといわれている。だから一般の健康な人々と同じように
生活することがネヴァルの理想であり，旅の目的もまたそこにあったと思
われるのである。
従って回復期の病人が一般人と同じように生活しようとに努めるのと同
じ開放された心理状態がネルヴァルの旅行には表明されており，またそれ
が彼にとってほ理想への前進につながるものであった。感情的にも一般人
と同じく，無毒無害な感じ方をもとうと努力したように考えてよいだろう。
しかしその表現の展開は不慮の現象としての狂気のあとではかえってすば
らしい速度で発展し，継続されていった。狂人であることに歯止めをかけ
るために彼の頭脳ほ狂気にも似た努力をつづけたことと想像される。他人，
友人にたいしても自分を理解してもらうために非常な努力をすることにな
った。しかし正常さへの復帰の努力のようなものが，小説のなかにもまた
ありありと覗うことができる。
「私ほ歓喜と無頓着をよそおい，狂おしいまでに変化と気紛れにうつつ
をぬかして，世界を駆けめぐった。とりわけはるか遠隔の地の民族のもっ
いっぷう変った服飾や風俗を愛好した。まるで善と悪の条件を，いってみ
ればわれわれフランス人の感じ方の表現法を，一挙に変貌しえたように思
われたほどだった」13) これは「オーレリア」の冒頭に近く見られる言葉で
12) J.-P. Richard: op. cit, p. 16, 参照。
13) Nerval: Oeuvres, T. I, p. 360, (Aurelia, Premi如repartieを参照のこと）
7 
あるが，この表現のうらには彼の本心がかくされているようである。小説
家ネルヴァルは旅行家ネルヴァルの努力を裏切って夢想家としての姿をみ
せ，理想家肌の芸術家であることをはからずも露呈しているのである。こ
の理想という固定観念につかまっている作家ネルヴァルは，人間としての
感情をもつ動物として現実を変貌することを狙ったのかもしれないがそれ
ほ容易に実現しうることではなかった。このような固定観念にとらわれて
いる人間ネルヴァルほ，多くの旅行記の表現（即ち文章）のなかでは，む
りやりに普通の人間に帰ろうとして，ときおり自分への期待を裏切ってこ
の固定観念を実験的にあらわす結果をまねいているところがみられる。「東
方旅行記」はその意味で興味のつきない作品となったといってもよいであ
ろう。
さて「スイスの風光」をしばらくはなれて「シャンティイ」14)(「散歩と
思い出」のなかに含まれる）の文章をとりあげてみよう。このシャンティイ
という町ほ，私のこのたびの旅行中，ネルヴァルのゆかりを求めて散策を
試みた田舎町のひとつであった。鬱蒼とした森林にかこまれ，列車の駅か
ら徒歩で30分余りも要して通り抜ける小さな起伏のある田園と森のほてに
忽然とあらわれる中世の城の姿をそのままに大きな堀割を周囲にめぐらし
たシャトー， 16世紀に縁のある名城をもつ城下町の面影をこの町ほのこし
ている。15) まず思い出の記と小説中の類似の描写とを比較してみることに
する。
「ここにほサン＝ルーの二つの塔とオワーズ河岸をほしる鉄道によって
隔てられた高地の上にその村が差歪o きびしい様相をみせる砂岩でできた
小高い丘に沿ってゆくとシャンティイに登るわけだが，そのあとは森のは
14) Nerval: Oeuvres, T. I. pp. 142-145. 
15) Chantillyのシャトーは，中世期にできたものだが,1527年から1532年にかけ
て改装された。大革命にさいして損害を被った後,due d'Aumaleの手で再建
された建物は museeCondeとして現在も16世紀の調度品や書籍を多く包蔵し
ている。城の外堀とともに建築には16世紀の面影が豊かにのこされている。
?ずれへとたどりつく。ノネット川が町のはずれの家々に沿うた牧場のなか
にきらきらと光っている。ノネット川，それは私がざりがにを漁ったこと
のあるなつかしい小川のひとつ竺杢ゑ。森の反対がわをその姉妹川のテー
プ川が茜柱歪。少女セレニー (Celenie)の前では憶病にみられたくないば
かりに私はそこでほとんど溺れそうになったことのある川である。」（「シャ
ンティイ」）16) 
「セレニーはしばしば川のニンフのように私の夢のなかにあらわれるこ
とが登歪。素朴な誘惑者，牧場の香りに狂おしく酔いしれ，野生のセロリ
や睡蓮の冠を頭にのせ，子供っぽい笑みとえく匠のある頬のあいだに，ゲ
ルマン神話のニックス 17) のような真珠の歯をみせている•…••」(「シャンテ
イイ」）18) 
上の文にみられるセレニーという少女が「シルヴィ」 (Sylvie)では主人
公シルヴィになっているのだが，ノネット川，テーヴ川はシャンティイを
流れる現実の川である。そのことを頭において次の文を読んでいただくと，
思い出の記から小説の文章へとすすむあいだにどのような変貌があらわれ
るか興味深いものがあるだろう。
「夜が明けはじめた。われわれは手に手をとって舞踏の輪を出た。シル
ヴィの髪のなかの花は彼女の仕つれた髪のなかで傾いていた。胴衣につけ
た花束ほ，これまた彼女の手になる熟練の作品である使い古したレース織
のうえで散りはじめていた。私は彼女のお供をしようと申し出た。もうす
っかり夜は明けていたが，空ほ暗かった。テーヴ川が二人の左がわにさら
さらと音をたて，流れの屈曲部でほ淀んだ水の渦をのこしていたが，そこ
では黄と白の睡蓮の花が咲き，まるでひなぎくの花のように水中の星のか
16) Nerval: Oeuvres, T. I. p. 142. 
17) la nixe germaniqueとはゲルマン神話の水の精をあらわす神。一般には女神
と考えられている。 ときには男神でもありえたそうである。河のなかに住む水
の妖精である。
18) Nerval: Oeuvres, T. I, p. 142. 
，?
かざり まぐさ
よわい粉飾（模様）を光らせていた。 平野は葡鉗坐の束と株の山で蔽われ
いばら
ていて，その香りが，一昔まえ，森のさわやかな匂いと花咲いた棘のくさ
むらの匂いがそうだったように，人を酪わせるともなく，私の頭にこたえ
たのだった。」（「シルヴィ」）19) 
この二種類の文章でいちばん目につくのほ，「シャンティイ」では訳文で
もおわかりのように， すべて動詞は直説法現在形であり， 「シルヴィ」で
ほ物語の性質上動詞は低とんど半過去になっていることである。これは思．．．．．． 
い出の記の文章のスビードの速さ，小説の文のかみしめるような緩やかさ
に由来していることは明かである。旅行記でもそうだが思い出の記ではネ
ルヴァルの歩度は文章に比例して速<,その内容は印象的に鋭く，地平線を
つっぱしるようにスビーディなのだが，小説では思い出を基礎においてし
かも幻想をなつかしむ姿勢で情緒をとらえようとしているようにみえる。
よみ
時間の壁をつきやぶりつつ記憶を甦がえらせ，反拗し，吟味している。描
写もやや細密画に似て，言葉の選択も厳格になっている。しかし人物とい
い，森の花のような物体といい，川の流れといい，思い出をたえず辿りな
がら，その思い出をI倣みしめている観があり，文章はなめらかで同時にゆ
るやかなものとなっている。音楽でいえば旅行記の文や思い出の記のアレ
グロに対して，小説の文章はアンダンテ・カンタービレだといえないだろ
うか。要する文の速度が異るように，動詞の時称もちがうのであろう。た
だこれは他の作家についてはいちがいにはいえないことかもしれない。常
人のペースをとりもどそうとするネルヴァルの焦燥と頭の回転の異常な速
さを物語るのが旅の文章だとすれば，半ば自分の神経になやまされながら
夢の中のように模索しつつ筋を辿る作家ネルヴァルのあらわれが小説の文
章になっているように思われる。明晰さと白日夢の追求とが両者を分けて
いるようであり，これもまたネルヴァルの神経の特異性をしめすものだと
いえそうである。ついでにいえば動詞の時称が半過去形に多く用いられて
19) Nerval: Oeuvres, T. I, pp, 258-259. (Sylvie; Le Bal de Loisyの章を参照
のこと）
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いることは，小説の叙述の緩慢さをいっそう助長しているとともに，半過
去のもつ意味の豊かさがネルヴァルの文章ではいっそう複雑な陰影をもっ
にいたっていることが察せられる。
＊ 
高速と緩慢の問題をはなれて，次にもう一度ネルヴァルの固定観念20)に
ついて考えてみよう。ネルヴァルにとって月並みな (poncif)風景という
ものがあるとすれば．それは芝居や文学の筋書や描写のなかですでに経験
した風景をいうのである。ネルヴァルの想像を絶するものがあるとすれば
それは逆説的な意味で彼が生れ，住んできたパリの風景だということにな
る。その通俗性に満ちた印象ほ写真の陰画の世界に通じるものであり．芝
居の舞台そのものなのであるう。ローザンヌで彼が見た風景は，「オペラの
透視画に似た雪の刷々で」あり，それは現実であっても最も非現実的なも
のとなっている。通俗とか月並みとかいうものはネルヴァルには全く想像
や記憶や文学作品などで経験ずみのものであって．切り抜かれた影画や額
枠におさまった画と同じ通俗性は彼自身の文学が拒否するものであった。
危険のない安全無害な世界は彼にとって魅力のないものであった。ネルヴ
ァルにとって意味深い風景とは，彼が「網目スクリーン」 (latrame)と呼ぶ
幕をとおして彼の印象にのこるものであった。それは現実を否定しながら
いっそう現実味を帯びる光景であり．想像力や記憶力とはちがった頭の働
きによってネルヴァルがとらえたもの．現実の否定のなかに浮びあがる現
実とでもいえるものが小説家ネルヴァルの心に沈澱していったのであろう。
現実のようで現実とは異なり．夢のなかの世界にしてほあまりにも現実に
酷似した世界なのであろう。過去の文学作品や絵画のなかで読んだり見た
りしたものとどこか類似した現実の断片が眼前にあらわれるとき．それは
ひどくこの詩人を驚かせたにちがいない。直接に自分の記憶につながるも
20) リシャールもいうように obsessionの問題は重大である。 J.-P. Richard: 
op. cit., p. 17. 参照。
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(l.)ではなく，他人の芸術作品の記憶とネルヴァルの見る現実とが一致する
ときこの無邪気な半狂人は痛烈な感脳にふけるのであるう。旅行者である
ネルヴァルには感覚や瞬間の集合体がある方向に向って動きだすとき「場
所と偶然の詩」 ({unepoesie des lieux et des hasards.))21)が形成されて
ろか
ゆくのであろう。薄い一枚の膜を通して現実が濾過されるときひとつの詩
的現実が生れでるといってもよいだろう。その薄い膜がネルヴァルの頭脳
ろか
の細胞だといえばそれまでだが，その濾過作用の契機となるものは芸術的
記憶，芸術的想像力だといえば理解しやすいかもしれない。ひとつの物体
が他のひとつの物体を追求しほじめると空間としての世界は崩壊しほじめ，
時間が半ば口を開く。「現在の包被の下で」 ({Sousl'enveloppe du pre-
sent))22)過去のイマージュが生れ，未来の蜃気楼が素描される。こんなふ
うにしてネルヴァルの小説の文章はつみかさねられてゆくのだが，筋の大
枠ほ概して，過去の，とりわけ幼時から青年期までの記憶の範囲を大きく
逸脱することはない。ときおり現実の記憶によるイマージュが過去のイマ
ージュや未来の蜃気楼のなかに混入し，歴史や地理のイマージュが時間や
空間の隔壁をとびこえて乱入することもある。これはプルーストの無意識
的記憶による喚起ともちがって一種定義しがたい混乱をしめすのである。
狂気の仕業というにしてほよもやと思う侭ど不思議な明敏さをもったイマ
ージュの連絡とその連絡の緊密さをもっていることが多い。文章のなだら
かさがこの不思議な飛躍を許容する寛容さを発揮するのであろう。それで
ほ次にネルヴァルの鋭い頭脳の働きが向ってゆく方向，または目標らしき
ものが見つかるかどうか考えてみよう。物体やイマージュが変貌をとげる
筋道が一定しているかどうかの問題である。この一貫性がなければ彼の頭
から
脳も空回りをくりかえすばかりかもしれないからである。ネルヴァルの努
カ目標はほたしてなにかという点である。
21) J.-P. Richard: op. cit., p. 18. 参照。
22) J.-P. Richard: op. cit., p. 19. 参照。
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??
東方旅行に出発したネルヴァルの心を最初にとらえたのはエジプトのカ
イロやコンスタンチノープルなどの市街に見られるヴェールを被った女た
ちであった。バリジアンとしてのネルヴァルの好奇心をそそったからであ
ろうが，それほまた現実には眼に見えない女たちの姿であった。いいかえ
ればヴェールという薄い膜を通して見た現実であった。彼の好奇心は異常
に高ぷっていたようである。
「カイロは近東諸国 (leLevant)の都市で，そこでは密閉されたヴェー
ルを，まだ女たちはつけている。コンスタンチノープルやスミュルナ23)で
は，白またほ黒の薄布がときおり美しい回教徒の女の顔立ちを上からのぞ
かせている。そしてもっとも厳しい希喩によるとたまには彼女たちのこの
うすい織物をいっそう厚くすることにもなりかねないのだ……だがエジ
プト，重苦しく信仰心の厚いこの国は，謎と神秘の国である……」24)
これほネルヴァルの偽らざる感想であり，彼の文学の根本に横たわる神
秘への本能的憧れと，ヴェールという膜を通していっそう美的誘惑を増す
東方の女たちへの愛着をしめすものであろう。現実であって現実を妨げる
ものとしてのヴェールはネルヴァル文学の象徴を成立させる媒体なのであ
ろうか。そしてこの現象に接したときのネルヴァルの反応は次の文章に具
体的にあらわれている。甚だ興味深いものがある。
「そのときヴェールをつけたエジプト女の眼に問いかけてみたい欲求に
マスク
かられる。それがいちばん危険なのだ。覆面といってもそれは頭部から足
先まで垂れさがる狭く長い黒色の繊維の布でできており，苦行僧の頭巾付
わ ぷち
き外套のように二つの穴があけられている。よく光るいくつかの環（縁）
ひたい
が間隔をおいて紐でつながれていてその環が額と覆面の垂れ布を結んでい
23) Smyrneは現在では Izmirと呼ばれるエーゲ海に面したトルコの港町である。
現在は約520,700の人口をもっている。
24) Nerval: Oeuvres, T. I, p. 90. (Voyage en Orient; Les Femmes du Caire. 
を参照のこと。
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るので，この壁を通してらんらんたる眼があなたがたを待ちうけるのだ。
芸術作品から借りきたったのかもしれぬあらゆる誘惑の要素で武装したそ
まぶた
の眼が……眉毛，眼寓，眼険ー一睫毛のなかにかくれた一ーさえもが，ァ
イシャドウによって活気を帯びていて，ひとりの女が，見せる権利をもっ
かぎりのとぼしい容姿の魅力をこれ以上見せつけることはできるものでは
ない。」25)
ネルヴァルが女性とその眼のもつ魅惑にこれ低ど関心をよせる文章も少
いと思われるが，その眼がヴェールのおくにひそんでいるとき，彼の心は東
洋の神秘にひきつけられてしまうのかもしれない。細かい観察をしながら，
女性美，とりわけ東方の女性の美しさの神秘を説きあかそうとしたのであ
ろう。この描写は神秘をとらえながらも具体的であり，その具体性をこえ
てネルヴァルの心奥の構造を説明しようとしているのであろう。このヴェ
ールの女の眼に問いかけることがなぜ危険なのか，そこにネルヴァル文学
の目標とする危険をはらんだ神秘がひそんでいるといえる。隠された東方
の女の眼は彼の文学の，彼の旅行の目標，否，標的を具体化したものなの
であろう。この例ほ次々に類似したイマージュを発見する出発点になって
おり，その詩人の心が動く方向をしめしているように思われる。リシャー
ルはこのネルヴァルの心の動きをさらにつっこんで次のような分析を試み
おもて
ている。「これらの仮面の面をいかにも熱心に眺めるのほ露骨な仕草とほ
いえない。回教徒のひとりの女がなにを買うのか，また彼のものになるか
もしれぬ女のことを夢みているのであり，裸かにし，日の目にさらす権利
をもつことになるかもしれないこの女を夢想しているのである」26) という
リシャールの言葉は，洋の東西の評価のちがいをまざまざとしめしながら．
それでもなおネルヴァルの神秘への憧れをみせているようであり，仮面が
あるためにますます心のひずみを大きくさせる媒体の効果を彼ほしってい
るようである。否定を通しての認識の深さはむかしから言い古されたこと
25) Nerval: Oeuvres, T. I, p. 91. 
26) J.-P. Richard: op. cit., p. 20. 
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だが， そのことはまたリシャールの次の言葉にもうかがわれる。「ヴェー
ルの罪深さが素材を暗くしているこの世界では，一切が充足しており，生
々としている」27)これは太古の昔からすべての人間によって繰りかえされ． 
た罪深さであり，いわば原罪ともいえると彼はつけ加えることを忘れない。
これほ泰西批評家の常套論法ではあるが，われわれ東洋人はこの原罪的意
識をいうまえにネルヴァルの東方指向の意味するもの，即ち，神秘への方
向性をなんといったらよいのか，熟考をうながされるものがある。
リシャールはこの仮面への憧れに並ぶものとして次のようにいう。ボー
ドレールは白粉の層の下に不動となった肉体（顔面）のうちに輝く超自然
の眼の輝きの訴えによって，厚化粧の女は自分を外界と遮断しながらかえ. . . 
ってそのねうち (leprix, la valeur)を半ば宗教的なものとして高めてい
ると，いっている。28)この現象は白と黒，表面と内奥，西洋と東洋という
差異をのりこえて相通ずるものがある，といえそうである。
＊ 
ネルヴァルの恋愛といえばまずJennyColonという女優の名を思い出す
のが一般である。しかしこの女性は舞台といういわば夢の世界の住人であ
った。ただ一人の美人に洵酔するというネルヴァル方式の恋愛は舞台女優
とネルヴァルとのあいだでは，いわば女王か女神のような女と詩人とのあ
いだの関係として可能なのであり，この段階を一歩すすめるとそこには人
間と人間との愛ではなくて， 「近くで見ると現実の女ほわれわれの無邪気
さを煽動する」29)という不幸な結果をまねきかねない5すべては小説中で
のみ可能な恋愛に帰せられる。だからネルヴァルは現実においても舞台と
観客の距離をたもちつつ，恋愛であっても恋愛とはいいがたい恋慕の状態
を継続する仕かはなかった。遠くから愛される限りにおいてジェニー・コ
27) J.-P. Richard: op. cit., p. 20. 
28) Baudelaire : Eloge du Maquillage, 「メー キアップ礼賛」，参照のこと。
29) Nerval: Oeuvres, T. I, p. 242. 参照。
15 
ロンは躊躇なく彼に身をまかせたのであろう。彼女ほ自分の無関心による
明晰な輝きにつつまれて身を挺したのであり． 「彼女独自の美しさのなか
で．ひとつの星を頭にいただき，ヘルキュラーヌム30)の壁画の褐色の背景
．．．． 
の上に浮きでる時の女神31)0)ような光亡を放っていた」32)これではネルヴ
ァルにとっても近づくすべはない。正常に彼女を愛しようとすれば．事情
は一変して混乱する。ネルヴァルはジェニーの没うに前進ほするが．この
若い女性の「性格をよみとること」．従って「彼の前進の速度を計ること
は」ほ不可能であった。彼は手さぐりをし，踏みあやまり．自分を深みに
埋没してしまう。一切の美の対象は女性であるかぎりネルヴァルには不動
めまい
と眩燥と病熱と遅疑逸巡のうちに姿をくらまし．四方八方，無闇やたらと
愛を求めるネルヴァルの前面にほ空虚と沈黙とが横たわるのみである。し
かしこのとらまえがたい現実としての愛，他者，女性の「心」 (coeur)を
手にすることをネルヴァルは諦めることほなかった。片思いというにして
はあまりにも異常な愛の追求である。
＊ 
ネルヴァルの恋愛は彼の小説のなかの結末とよく似た結果に到達したも
のと思われる。「オーレリア」の結末にみられるようにネルヴァルは自分
の狂気による苦脳をひとつの試練と考え，自分の救済のために自らに課せ
られた試練として，いわばこの失恋を甘受しなければならなかった。現実
のジェニー・コロンの追求はややこれと異って救済のない試練となり，そ
の愛ほ彼を苦しめ，「運勢の星」 (Etoile)も彼の頭上に下ることを拒否し
ているようにみえる。ジェニーをとらえたかと思うと彼女は彼の手をすり
ぬけて．息絶える。この死によってようやくネルヴァルは彼女に追いつく
30) Herculanum, はヴェスヴィオ火山の爆発（紀元79年）にさいして埋没したイタ
リアの古代都市であり， 1719年にいたってようやく発掘された。.. 
31) ゼウスの娘たちといわれるギリシア神話の女神。 この時の女神たちは天国の入
口の番をしていたといわれる。
32) Nerval Oeuvres, T. I, p. 241. (Sylvie: I, Nuit Perdueのなかの一節）
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ことになるという悲運をみる。この恋愛ごっこのような救いのない放浪を
迷路にたとえることもできる。迷路 (lededale)はネヴァルにとって苦脳
と必然の瞑想のための通路であり．この通路ほ彼に多くの恋愛を主題とす
る逸話を思いつかせ．さまざまな寓意をふくんだ筋書を構想させるにいた
るのである。
＊ 
ネルヴァルにとって leValois, ヴァロア地方（パリの北北東約 30km
を中心とする地方）は魔法の国であった。オワーズ河（セーヌ河の支流）
に沿ったこの地方ほ生誕の地としてほ直接ネルヴァルにつながりをもって
いないが， 83)実は Senlis,サンリスという町では旅行中ネルヴァルは逮捕
されて投獄されたことがあって，前記のシャンティイや Creil, クレイユ
の町とともにネルヴァルの思い出と深くつながるようになる土地である。
パリのモンマルトルから北に向って列車で北停車場をでると約30分でシャ
ンティイの町につく．そこからバスに乗りついで再び30分往どでサンリス
に達する。ネルヴァルの時代にもすでにこの近くまで鉄道が通じていたよ
うであるが，鉄道を嫌ったネルヴァルが．昔はパリから容易に行くことの
できたこの地方のたたずまいを混乱に陥れたのほこの鉄道だとして，この
中間地帯を走る馬車やその他の交通の手段をなつかしんでいる。鉄道は「ク
ままりかど
レイユに到着するまでに著しい曲角を作る曲りくねった，こぷだらけの道」
であると嘆いている。そしてこの地方にみられる地下へと通ずる迷路が彼
のお好みの地形であったようである。
33) ジェラール・ド・ネルヴァル(1808-1855)の父はパリの医師で，ジェラールはパ
リの rueSaint-Martinに生れたが．父が軍医となってパリをはなれ，母は病
弱だったのでこの母子はヴァロア地方の Mortefontaineに近い Loisy村の農
家に身を寄せる。しかし母の歿後 (1810)は大伯父の AntoineBoucher の許
に預けられ， モルトフォンテーヌの大伯父の家で生活したが, 1814年ナポレオ
ン戦争で負傷した父が軍隊を退くとともに， ジェラールは父といっしよにパリ
に帰ることになる。
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「私は地球をつらぬく深渕のなかに落ちこんだように思った。なんの苦
痛もなく溶解した金属の流れにのって運ばれてゆくのを感じた。すると同
じような大きな流れが無数に見えてきたが，その色彩はさまざまな化学的
に異った物体にみえ，しかも脳葉のあいだをくねくねと流れる脈管と静脈
のように，地球のふところ深く溝をうがっていた」34)夢想する人間ネルヴ
ァルは地球の内部にまでたち入ってその構造を解明し，頭脳組織との奇妙
な類似性をもち，生理学的にも複雑な人間構造に光りをあてようとしてい
る。このようにヴァロア地方がネルヴァルにとって重要な記憶につながる
意味をもつことをしっていた私は，このたびの旅行中の一日をさいて，シ
ャンティイからサンリスヘと足を延したのだが，森と駿雨36)と清涼さと古
めかしいカテドラルをもつこのサンリスの町に多くのネルヴァルの面影を
発見するには慎重な準備をしたうえで，この魔法の地方，ネルヴァルの迷
路と瞑想の町々に再び足を踏み入れる必要があることを痛感させられたの
である。
(1981, 9, 17) (本学教授）
34) Nerval: Oeuvres, T. I, p. 366. (Aurelia, IV, を参照のこと）
35) ネルヴァルの「シャンティイ」 (Promenadeset souvenirs, VIIIを参照）の文中
にも見られるようにこの地方を訪れる駿雨の突如としてはげしく詩的な光景は
筆者もこの夏の旅行で経験した。ネルヴァルも恐らくこの文中にみられるように
彼の銅察眼をこの駿雨によってさわやかに剌戟されたのではないかと思われる。
